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    Information ＮＯ．４５

　　　　皆様におかれましては、ますますご発展のこととお喜び申し上げます。

　　　日頃は格別のご愛顧を賜り、ありがたく厚く御礼申し上げます。

　　　　今回は、弊社設計による『保内
ほない

大橋耐震補強設計』をご紹介いたします。

　　　　本件は、愛媛県八幡浜市西之河内に架かる国道197号線保内大橋(鋼単純トラス橋、橋長80ｍ、片側1車線)

      について、今後発生が予想されている南海地震等の大規模地震に備えた耐震補強を目的とした業務であり、

　　　工事は平成17年3月に竣工いたしました。　　

　　　　耐震補強は、大地震時に橋桁が受台からずり落ちてしまうことを防止することが基本となります。

　　　また、橋桁の落下を誘発するような橋桁の大きな移動を抑制することも重要であり、耐震システムは主に

　　　以下のような装置で構成されます。

　　　　　　落橋防止構造・・・・橋桁が、橋桁の受台からずり落ちてしまうことを防止する装置（片側2箇所)

　　　　　　変位制限構造・・・・橋桁の大きな移動を抑制する装置(片側1箇所)

　　　　このような耐震補強対策は、今後、大規模地震が予想されていることから、愛媛県内においても重要幹線に

      架かる橋梁については、補強工事が鋭意進められております。弊社は一般土木構造物の設計はもとより、

      このような業務を通じ社会の貴重な財産である社会資本の保全に貢献いたしてまいります。

　　　豊かで潤いのある社会づくりに貢献する  　　担当     本社営業部　　

　　　 総合建設コンサルタント 　　　ＴＥＬ　    （０８９７）３７－５９２１

　　　　　　株式会社　シアテック 　　　ＦＡＸ　    （０８９７）３２－５９７９

　　　　 ＩＳＯ９００１認証：　MSA－QS－706
　　　　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉａｔｅｃ．ｃｏ．ｊｐ 　　E-mail：  ｃｔｌ＠ｃｉａｔｅｃ．ｃｏ．ｊｐ

「愛媛県八幡浜市　橋梁耐震補強設計」

橋桁に設置した落橋防止構造 橋桁の受台に設置した変位制限構造

シアテック設計実績のご案内

落橋防止構造


